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システムの効率化
市場機構
供給 →需要
（C）
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　　　　　　　（B）　　　　　　　　　　　　　　　　　（A）
健康価値論の実践と社会。政治・経済システム融合の一モデル
ステム……図5B）と経済システム（図5C）の融合のもとで行なうことが
必要とされる。このことによって図5のポジティブ・ヘルス開発の上半
分と下半分の融合のもとで，医療福祉の最適化過程が実現されることに
なる。
　次に表2には，経済価値論にもとつく近代経済学と，健康価値論にも
とつく医療福祉経済学（ヘルスエコノミックス）の体系的特徴を両者の
比較において示している。以下で表2の説明において，㊧は近代経済学，
㊧は医療福祉経済学の略として使用する。ここでは，福祉評価において
は，⑱はGNP評価，㊧は医療福祉評価を特徴とする。分析方法は，㊧は
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　　表2　近代経済学と医療福祉経済学の特微の比較
近代経済学㊧ 医療福祉経済学噛
価　　値　　論 経済価値論 健康価値論
福　祉　評　価 GNP評価 医療福祉評価
分　析　方　法
①フロー志向的
A配分志向的
B欲求志向的
①ストック志向的
A創造的開発志向的
Bニーズ志向的
ストックの種類
資本本
J働力
Z　術
環境・資本（入的）
糟ｹ（人的）・包括技術
ｳ育・文化・人口・組織
評価の特徴
①単元的
A簡明的
B財志向的
①多元的
A複合的
B満足（心）志向的
目的の達成の
ｵかた
トレードオフ
i利害調整の科学）
バランス
汨ｶの科学）
シ　ス　テ　ム
s　　動　　型
ミクロ行動
}クロ行動
ミクロ行動（個入）
Zミ・マクロ行動（家庭）
}クロ行動（社会）
適応力（アダプタビリティ）
フィードバック
（主体的行動要因）
a．企業家精神
b．規律心
。．サクリファイス
（環境要因）
A．競争環境
B．信頼環境
C．家庭教育環境
宗教，文化，科学技術，社会，経済
図6　適応力（Adaptability）について
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フロー志向的で，配分志向的で，欲求志向的であるのに対し，㊧は，ス
トック志向的で，創造的開発志向的であり，ニーズ志向的である。スト
ックの種類でみれば，㊧は資本・労働力・技術・資源，㊧は環境，資本
（人的も含む），資源，包括技術，教育，文化，人口，組織で示される。
評価の特徴としては，㊧が単元的，簡明的，財志向的であるのに対し，
㊧は多元的で複合的，満足（心）志向的である。目的達成のしかたでみ
てみれば，㊧はトレード・オフ（利害調整の科学）志向的であり，㊧は
バランス（共存の科学）志向的である。システム行動型でみれば，㊧は
ミクロ行動，マクロ行動，⑭はミクロ行動とセミ・マクロ行動（家庭行
動），マクロ行動の形をとる。これらの諸特徴はすべて価値論の相違にも
とづいている。
　次に図6は，医療福祉経済学における基軸を構成する健康価値論（健
やかに育ち，健やかに老いて，さわやかな死に至る）の実践の人間行動
型についての仮説を示している。われわれの健康価値論の実践の程度は，
人間適応力。実現度と密接に関連していると考える。この場合，人間適
応力は，主体的行動要因としてa．企業家精神（Entrepreneurship），　b．規
律心（Discipline），　c．サクリファイス’iSacrifice）を考え，主体的行動
要因に直接的に働きかける環境要因としては，A．競争環境，　B．信頼環
；境，C．家庭教育環境を考えている。これらの諸要因は宗教，文化，科学
技術，社会制度，経済発展度によって影響を受けると考えている。
　次に図7は，表2の医療福祉経済学のシステム行動の特徴としてあげ
た，ミクロ行動，セミ・マクロ行動（家庭），マクロ行動を図解したもの
である。すなわち，個人が家庭を拠点として地域社会を形成し，地域社
会が国家社会へと結集し，国家社会が集まって一つの地球社会を形成す
るという図式である。同位の注で説明してあるように，現在グローバル
経済が進行中で，EU，北米自由貿易協定，将来構想としての環太平洋貿
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　　図7　個人、家庭、地域社会、国家社会、地球社会の連閲
（注〉グローバル経済化が進行中で，EU統合，北米自由貿易協定，将来構想と
　しての環太平洋貿易経済圏などが実現すれば，．ヒ図の国家社会は領域経済
　となり，以下図の順序で下位概念を適用することができる。
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?
易構想が実現すれば，ひとつの領域（地域の統合）経済となり，図の順
序で下位概念を適用することができる。われわれは，これを地域主権的
中央制御のグローバル・システムと呼んでいる。
　図8は，われわれの実践的研究（大分県別府市）をベースにした，上
述の地域主権的中央制御のグローバル・システムを示している。図の中
央は人間性回復都市“べつぷ”の目標のもとで，個人・家庭と産業・行
政・関連組織が協力して地域社会を形成する。この地域社会が大分県，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　137
入間性．
回看夏都市
健やかで入の心の
　和むまち
＼． ㎡〆”
地域連関くi→レ
　厄　ll
㊥鮭
　ll，
?
????
????
　　康健
　環
境
産業
?蟻
行政
⇔地域連関
関連組織
生活文化環境 ，??????，
図8　地域主権的中央制御のグローバル・システムの実践モデル
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図9　日本システムの世界的波及戦略とEU融合
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九州，そして日本の地域社会と呼応し合って，国家社会を形成し，国家
社会は地域社会を総合的な形で地球社会へつながる調整の役割を果た
す。
　この場合，日本の国家社会が地域社会を地球社会につなげる場合に，
高瀬のいう東洋知と西洋知の融合つまり東西文化の融合が必要となる。
　図9は，日本システムの世界的波及戦略をEU融合を拠点として行な
うことが示されている。すなちわ，まず日本はリーダーシップをとって
①環太平洋融合を実現し，このノウハウで，世界の中でも日本型システ
ムとの融合が一番容易だと考えられるEU融合に働きかける。そして，
EUの融合に貢献することによって，　EU融合が北米融合に影響を与え，
これが環太平洋融合へ好循環の形ではねかえってくる。このような世界
的波及戦略の実践によって，現在みられている日・米・欧経済摩擦は緩
和されることが期待されよう。
4．むすびにかえて
　一東西融合のグローバル・システム形成の試み
　この小論をむすぶに当り，われわれはこれまでのEU研究の経験にもと
づいて，日本とEUの融合の一モデルを構築し，これを東西融合の突破口
にしたいと考える。
　図10は，EUと日本の産業政策の最適化過程の比較と融合の図を示し
ている。すなわち，EUの産業政策の目標は市場統合，通貨統合を経て，
ソーシャル・ヨーロッパ，EU市民の実現におかれている。他方日本は，
人間福祉（Human　We11－being）の最適化過程に求められる。この場合，
われわれは，これを医療福祉の最適化過程で把握する。EUの産業政策の
社会・政治・経済学的基盤はE・オイケンの社会的市場経済とJ・モネ
ーの指示的経済計画に求められる。これらは，A・スミスの『国富論』
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図10　EUと日本の産巣政簾の最適化過程の比較
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と『道徳情操論』を母胎として持っており，実践的価値論として「不戦
共同体」と「主権の共有」の価値論を持っているU）。他方日本の産業政策
の社会・政治・経済学的基礎は，医療福祉経済学に求められる。これは
母胎として福田徳三，三浦梅園，大隈重信，老子の理論と実践を持って
おり，そして，実践価値論として健康価値論を持っている12）。われわれは
両方の母胎の理論と実践は融合の可能性があるものと考え，調査研究を
継続的に行なっている。次の機会には，「はじめに」で触れた「エコ・フ
ェデラリズム」，「エコ・ポリティックス」，「フィード・フォーワード・
プライシング・システム」と共にこの辺のところをよりつめた形で示し
たいと思っている。
＊この小論は田村貞雄・杉田肇『ヘルスエコノミックスー激動の経済変革に対し
　て，我々は何ができるか一』成文堂（近刊〉の執筆中に生まれたものである。し
　たがってこの小論の構成と結論は，上記共著書に負っている。
注
1）　P・ドラッカー（1994＞，p．299参照
2）　P・ドラッカー（1994），p313～314参照。
3）高瀬は武見太郎元日本医師会会長が創設した財団法人生存科学研究所の理
　事を務め，また同研究所の基本構想委員会のひとつである「人間・文化・文明」
　研究会の委員をしている。
4）高瀬浮（1986），p．430参照。
5）高瀬浮（1986），p．431～432参照。
6）　これは高瀬の上記（財）生存科学研究所における「人間・文化・文明」研究
　会における報告である。『生存科学』Vol．5，　No．2，　p．463．
7）高瀬浮（1993），p．7参照。
8）　高瀬浮（1993），p．7～8参照。
9）高瀬浮（1993），pj参照。
10）高瀬浮（1993），p．275～267参照。
11）　これについては鴨武彦（1993）参照。
12）　医療福祉経済学の歴史・理論・実践については田村貞雄（1993＞を参照。
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